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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

　　　・　木村　はるの様～本日南山苑入所のため退院となっています。

· 現在南病棟で行なっているカロリー計算ですが、今まではカロリー計算表の中では、食事献立のカロリーしか計算できませんでした。しかし確実な栄養量を計算するため、栄養管理室で、カロリー計算表の中に、病棟で入力する間食の欄を設けました。病棟で間食した物を入力すると、栄養管理室の方で、カロリー計算をして頂けるそうなので、確実に入力してください。また、間食した際に出るお菓子類の包み紙は、カロリー計算する際に必要となる場合があるので、計算が終了する迄は取っておいて下さい。　　　

· 呉　忠雄様　　総蛋白、アルブミン値が低値であり、栄養管理室と蛋白の補充について検討しています。現在、エンシュアを1日2本で摂取していますが、ゼリ―タイプの補食もある為、今後、検討していきます。（エンシュアを拒否することあり、ゼリーはスムーズに摂取される為。）

※三上Ｄｒの糖尿病の勉強会はＤｒが遅れて来なかったため行っていません。今週分は来週に行うそうです。

＜勉強会＞　個人情報保護について

　・個人情報とは？　
　　→生存する個人に関する情報で特定の個人を識別できる情報のこと

　

・個人情報とプライバシーの違い　

・個人情報　　　　　　　　　　　　　　　　　・プライバシー情報

　　　　特定の個人を認識できる情報　　　　　　　　個人の私生活上の情報

　　　　生存者に適応される　　　　　　　　　　　　まだ社会一般の人が知らない情報

　　　　すでに知られている情報も含まれる　　　　　一般人なら公開を望まない情報

　

・個人情報保護法では何を求めているか？
　→個人情報を本人の同意に基づいた利用目的に沿って活用し、同意の取れない利用目的には使用しない事を求めている。（外部に情報漏洩しない工夫、安全な管理、適切な活用）
　

・医療機関において個人情報を含むものは何か？

　→患者様氏名やＩＤ番号、職員氏名、社員番号等が示された物。

　例として

　　健康保険証、紹介状およびその返書、入院診療計画書、診療録、処方箋、検査依頼伝票、検査結果報告書、看護記録、服薬指導記録、栄養指導記録、作業療法指示箋、相談記録、レセプト、請求書及び領収書、退院療養計画書、給食管理台帳、各種診断書、職員台帳、履歴書、各種評価表など。
　・医療機関での通常業務で考えられる利用目的は？

　　→患者様への医療情報に必要な事。その他、学生実習や症例研究、監査機関に対する情報提供なども含まれる。
　　例として

　　　患者様に提供する医療サービス、医療保険事務、入退院などの管理事務、会計・
　　経理、医療事故等の報告、患者様に対する医療サービスの向上、他の医療機関との

　　連携、他の医療機関からの照会への回答、検査委託、家族などへの病状説明、レセプ

　　ト業務等。

　

　・医療機関において患者様に対してどのように利用目的を説明し同意を得たら良いか？

　　→受け付け窓口や病棟内に利用目的を掲示し、同意しない場合は、申し出て頂く。ようにする。ただし、個人情報保護に関する責任者を任命し、いつでも相談に応じることができるような組織体制を作る。

・利用目的を掲示する際に注意しなければならないことは？

　初診時や入院・入所時の説明では、十分に理解出来ない場合が多い患者様・利用者様がいる為、落ち着いたら改めて、説明を行ったり、診療計画書、入院案内、訪問介護計画などのサービス提供に係る計画等に個人情報に関する取り扱いを記載するなど、患者様・利用者様が個人の利用目的を理解できるように配慮すること。

・情報を利用目的による制限の例外にはどのようなケースが考えられるか？

　・意識不明で身元不明の患者様について、関係機関へ照会する場合。

　・意識不明の患者様の症状や重度の痴呆性高齢者の状況をご家族様等に説明する場合

　・何らかの理由により状況判断の出来ない患者様の御家族様に病状説明をする場合

　・生命、身体または財産の保護の必要があるが、本人の同意を得る事が困難な場合

・国などが実施する承認統計調査や届出統計調査に協力する場合

・法令に基づく場合

・公衆衛生の向上や児童の健全な育成のために必要であり、かつ、本人の同意を得る事が難しい場合。
　・情報漏洩時の罰則について
　　院内規定に基づく院内処分→情報漏洩者に対する処分
　　民事訴訟における賠償金支払い→情報漏洩者に対する請求

　　事業者に対する行政指導

　　場合によっては刑事罰が適応される

　・個人情報保護法の要点

　　→個人情報保護法には死者には適応されない。
　　　利用目的を全ての患者様に公表・通知する。

　　　正しい情報の収集を行なう。管理監督を行なう義務がある。

　　　第三者提供時には十分に注意する。
　　　開示・訂正・利用停止の求めに応じる。

　　　苦情処理体制を作る

　　　精神科分野を特別扱いしない。

　　
　

